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どうすれば、ICSの考え方に基づ
く危機対応が可能になるのか

災害対策本部のレイアウトにより可
能になる



危機対応センター
のあるべき機能について

• 災害対策本部と災害対応センター

• 効率的・効果的に「危機対応」を行う場所

• 「危機対応」とは

新しい現実を効率的に把握し、

関係機関間で情報を共有し、

統一された状況認識（COP)に基づき適切な
意志決定を行う。
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福島県の事例

自然災害＋原発災害



災害対策本部（自治会館に設置）

県災害対策本部

原子力緊急災害対策本部



原子力災害と自然災害の2本建ての
災害対応

原子力緊急災害対
策現地本部

国職員170人

緊急災害対
策本部現地
連絡室

福島県災害対策本
部

原子力 自然災害





災害対策本部室
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アラメダ郡(Alameda County)

• カリフォルニア州にある郡

• 人口：1,443,741人（2000年）

• 郡庁：オークランド(Oakland)



アラメダ郡のEOC



アラメダ郡ＥＯＣ



EOCのレイアウト
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オークランド市（City of Oakland）

• カリフォルニア州アラメダ郡

• 人口：402,777人（2002年）



オークランド市のEOC



オークランドEOC



カリフォルニア州(California CA)

• 州知事：アーノルド・シュワルツェネッガー

• 人口：35,893,799人（2004年）

• 州都：サクラメント (Sacramento)



カリフォルニア州のEOC



日本の事例

• 消防庁（本部のレイアウト）

• 国の現地災害対策本部

• 兵庫県

• 新潟県（総合的な対応）中越地震対応
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マスコミと隣り合わせの災害対策本部



10.02.15 緊急時における情報発信のあり方

あの時の神戸市役所８階災対本部

神戸市広報課撮影30



①マスコミへの場所提供と情報提供(１月１７日から）

%EF%BC%B4%EF%BC%B6%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E6%A1%9C%E4%BA%95000.MPG


災害対策本部の一角に設置されたNHKの生活情報
ラジオ（1月20日から）



新潟県災害対策本部（県庁）
：情報の流れ

:命令・報告の流れ

       
 
 
 
 
 

         
          

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

          
                       

                   
 

                           

 

災害対策本部レイアウト図

PR

ｺﾋﾟｰｺﾋﾟｰ FAX

食料班(18)

重要情報・方針 交通情報

避難者対策班(9)

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ調整班(5)

住宅確保対策班(11)

統括調整部長、副部長

被災者救援部

ライフライン・
交通情報班(10)

重要情報・方針

広域応援・救助班(12)

情
報
連
絡
局

会議
スペース

輸送調整班(6)救援物資班(12/22)

食料物資部

公共土木対策班(5)農林水産・農地対策班(4)

生活基盤対策部

総務局(11)

広報局(11)
FAX

会議
スペース

統括調整グループ(10)

情報分析班(8)

治安対策部(2)

自衛隊

広域応援・救助班(12)

緊援隊 警察

情報収集班(12)



新潟県（中越地震時）
広い危機対応センター



新潟県（中越地震時） たくさんの小部屋



新潟県（中越地震時） 外部空間の利用



国



市町村の事例

2004年新潟県中越地震
小千谷市

2004年7月豪雨
三条市



2004年10月25日 15:30頃の小千谷市災害対策本部に
張り出してある情報



2004年10月25日 15:30頃の小千谷市災害対策本部



2004年10月25日 15:30頃の小千谷市災害対策本部に
張り出してある情報





７．１３水害時の三条市の災害対策本部のレイアウト



三条市の災害対策本部のレイアウト（経験を踏まえて改良）



輪島市災害対策本部

16.8m×12．6m=211.68㎡



輪島市災害対策本部



市町村では大会議室を転用して
災害対応センターを設置



標準的な災害対策本部のレイアウト
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県、政令指定都市の災害対策
本部のあり方



基本的な考え方

• 災害対応に関わる関係部局、機関が同じ部屋で執
務する事により、自動的に情報共有を図る。→大部
屋型、災害対策本部会議室ではない。

• 災害対応の「機能」毎にレイアウトする。

• 災害対策本部の階層

– EOC (Emergency Management Center) とDOC 

(Department Operation Center)、ICP (Incident 

Command Post)

• 統合指揮（Unified Command）



災害対応に関わる関係部局、機関が
同じ部屋で執務する

：情報の流れ

:命令・報告の流れ

       
 
 
 
 
 

         
          

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

          
                       

                   
 

                           

 

災害対策本部レイアウト図
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基本的な考え方

• 災害対応に関わる関係部局、機関が同じ部屋で執
務する事により、自動的に情報共有を図る。→大部
屋型、災害対策本部会議室ではない。

• 災害対応の「機能」毎にレイアウトする。

• 災害対策本部の階層

– EOC (Emergency Management Center) とDOC 

(Department Operation Center)、ICP (Incident 

Command Post)

• 統合指揮（Unified Command）



中越大震災時の新潟県災害対策本部組織図
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新体制の県災害対策本部組織図
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新潟県災害対策本部室配置計画図
（ＩＣＳの機能別に色分け）

       
 
 
 
 
 

         
          

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

          
                       

                   
 

                           

 

災害対策本部レイアウト図
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基本的な考え方

• 災害対応に関わる関係部局、機関が同じ部屋で執
務する事により、自動的に情報共有を図る。

• 災害対応の「機能」毎にレイアウトする。→災害対応
組織の見直しが必要

• 災害対策本部の階層

– EOC (Emergency Management Center) とDOC 

(Department Operation Center)、ICP (Incident 

Command Post)

→各部局の体制、市町村も含めた標準化が必要

• 統合指揮（Unified Command）



City of San Francisco
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災害対策本部の階層性



基本的な考え方

• 災害対応に関わる関係部局、機関が同じ部屋で執
務する事により、自動的に情報共有を図る。

• 災害対応の「機能」毎にレイアウトする。→災害対応
組織の見直しが必要

• 災害対策本部の階層
– EOC (Emergency Management Center) とDOC 

(Department Operation Center)、ICP (Incident 
Command Post)

→各部局の体制、市町村も含めた標準化が必要

• 統合指揮（Unified Command）
→重要な課題、ハリケーンカトリーナ災害では有効に機能
神戸市は、EOCと消防指令が合築



 

警察現地指揮所 

消防指揮車 

消防現地指揮所 

救護テント 

ＪＲ現地指揮所 

統合指揮（Unified Command)

JR尼崎駅列車事故



標準的な災害対応センター

指揮調整

事案処理

情報作戦（庶務・財務）

資源管理

他機関 広報

情報の流れ

指揮命令の流れ

事案処理

EOC



演習の進め方

• 事例とする県市町村を決める

• 災害対策本部の班を

–指揮調整、事案処理、参謀機能「情報作戦、資源
管理、庶務財務」に分類する

• 分類結果を図のようにならべる


